
三股町立文化会館
自主文化事業

●お問い合わせ・電話予約・WEB予約・チケット販売［月曜を除く午前９時～午後５時］
　三股町立文化会館（Tel. 0986−51−3462 　https://bunka.town.mimata.lg.jp ）
●各公演とも前売にて完売の場合「当日券」は販売しないことがあります。
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令和２年２月１日発行

花と緑と水のまち
宮崎県 三股町

2 ……2

まちの話題…６

令和２年三股町成人式
313人が大人の仲間入り

東京佼成ウインドオーケストラメンバーによる

金管五重奏
日本を代表する吹奏楽団『東京佼成ウイン
ドオーケストラ』に所属している、５人の
演奏家たちによるコンサートです。みんな
が知っている曲や、参加して楽しめる曲を
織り交ぜて上質な音楽で聴かせます。

三
股
町
出
身
の
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
奏
者

　
　
　今
村 

岳
志
が
出
演
し
ま
す
！

トランペット
本間 千也

ホルン
堀　 風翔

テューバ
近藤 陽一

トランペット
河原 史弥

■料金【全席自由】
一般…………2,000円（当日同料金）
大学生以下…1,000円（当日同料金）
ぺア…………3,500円（前売のみ）
※未就学児…入場不可※親子室利用可能
※大学生以下は、入場の際「学生証」の提示をお願い
　することがあります。

■お問い合わせ、チケット取扱／
三股町立文化会館　℡0986‒51‒3462　
(〒889‒1901 宮崎県北諸県郡三股町大字樺山3404‒2)
https://bunka.town.mimata.lg.jp

■企画／今村岳志
（三股町出身、東京佼成ウインドオーケストラトロンボーン奏者）

■主催／三股町･三股町教育委員会

2020年３月６日金
午後７時開演（開場は30分前）
■会場／三股町立文化会館

■日 時

■出演／
東京佼成ウインドオーケストラメンバー
本間 千也（トランペット）　
河原 史弥（トランペット）
堀　 風翔（ホルン）
今村 岳志（トロンボーン）
近藤 陽一（テューバ）

■募集人数／約20人（参加費無料）
■対象／町内在住または職場が町内
　で、高校生以上の方
■演出／県外で活躍する演出家３名
　（20分ほどの作品を創作）
■上演日時／5月23日[土]・24日[日] 
■稽古／
　4月：上旬から毎週木曜19:00～
　(週１回)
　5月：３チームに分れ、各チームで調整
※公演7日前から毎日の稽古となる見
　込みです。
■応募方法／
申込書を「文化会館 事務室」「役場総
合受付」「文化会館ホームページ」で
入手してください。申込書に必要事
項をご記入の上、文化会館へお持ち
ください。
■応募締切／3月31日[火]
■お問い合わせ／三股町立文化会館　
　℡0986-51-3462
　https://bunka.town.mimata.lg.jp

ヨムドラ！
町民出演者
大募集!!

2020年5月。今年も、三股町民から全
国の演劇人が集う、三股の演劇の祭り
「まちドラ！」を開催いたします。その
中で上演される、町民参加型演劇「ヨム
ドラ！」の出演者を募集いたします！
演劇が初めての方から経験者までお気
軽にご参加ください！

演劇が大好き！・お芝居をし
てみたい！

自分を表現したい！・新しい
ことに挑戦してみたい！

役者が台本を手に読みながら、声と簡
単な動きで演じる朗読劇の公演です。
セリフを覚えなくて良いので初心者
でも気軽に参加できます！
役者が台本(ドラマ)を読む＝ドラマを
ヨム＝ヨムドラ！

ヨムドラ！とは？

みまた演劇フェスティバ
ル「まちドラ！2020」



来賓からお祝いの言葉

１
月
５
日
に
、町
立
文
化
会
館
で
町
教

育
委
員
会
主
催
の
令
和
２
年
三
股
町
成

人
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
新

成
人
は
男
性
１
６
２
人
、
女
性
１
５
１

人
の
計
３
１
３
人（
町
外
在
住
の
本
町
出

身
者
を
含
む
）で
、
う
ち
２
４
４
人
が
出

席
し
ま
し
た
。
式
で
は
、
新
成
人
の
矢や

野の

夏な
つ

海み

さ
ん
が
先
導
役
と
な
り
、
全
員
で

町
民
憲
章
を
読
み
上
げ
た
後
、
木
佐
貫

辰
生
町
長
が
代
表
の
初は

つ

森も
り

勇ゆ
う

麿ま

さ
ん
と

轟と
ど
ろ

木き

遥は
る

菜な

さ
ん
に
成
人
証
書
を
授
与
し

ま
し
た
。
続
い
て
皆み

な

𠮷よ
し

泰た
い

誓せ
い

さ
ん
が
成

人
を
迎
え
る
に
当
た
っ
て
の
意
見
を
発

表
。
そ
の
堂
々
と
し
た
姿
に
、
会
場
か
ら

は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
第

２
部
の
記
念
式
典
で
は
、
新
成
人
と
し

て
参
加
し
た
同
窓
生
の
中
か
ら
、
竹
下

亜
斗
夢
さ
ん
が
声
量
豊
か
な
歌
を
披
露
。

ま
た
大お

お

盛も
り

翔し
ょ
う

平へ
い

さ
ん
と
渋し

ぶ

田た

誠せ
い

也や

さ
ん

が
、
息
の
合
っ
た
ダ
ン
ス
を
披
露
し
、
大

い
に
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
ま
た
、

日ひ

高だ
か

真ま

菜な

実み

さ
ん
が
制
作
し
た
中
学
生

時
代
の
ス
ラ
イ
ド
上
映
や
恩
師
が
登
壇

し
て
の
激
励
な
ど
も
あ
り
、会
場
は
歓
声

と
笑
顔
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
今
回
の
企

画
・
運
営
を
行
っ
た
の
は
、
新
成
人
８
人

と
来
年
成
人
を
迎
え
る
２
人
の
実
行
委

員
。
昨
年
10
月
か
ら
定
期
的
に
集
ま
り
、

知
恵
を
出
し
合
っ
た
実
行
委
員
に
対
し
、

盛
大
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た

　

１
月
５
日
、
令
和
２
年
三
股
町
成
人
式
が

開
か
れ
た
町
立
文
化
会
館
で
は
、
あ
で
や
か

な
振
り
袖
、羽
織
は
か
ま
や
、り
り
し
い
ス
ー

ツ
姿
の
若
者
で
あ
ふ
れ
返
っ
て
い
ま
し
た
。

恩
師
や
友
人
と
の
再
会
や
た
く
さ
ん
の
イ
ベ

ン
ト
で
盛
り
上
が
っ
た
当
日
の
様
子
を
紹
介

し
ま
す
。

本
日
は
、
成
人
を
迎
え
た
私
た
ち
の
門

出
に
、
盛
大
な
式
典
を
催
し
て
い
た
だ
い

た
主
催
者
お
よ
び
来
賓
の
皆
さ
ん
に
、
新

成
人
を
代
表
し
て
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

近
年
、
私
た
ち
の
国
で
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
自
然
災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
昨
年

は
、
九
州
北
部
豪
雨
や
台
風
19
号
な
ど
の

災
害
が
発
生
し
、
多
く
の
被
害
を
受
け
ま

し
た
。

私
は
、
大
学
の
授
業
の
一
環
で
、
台
風

19
号
の
被
害
を
受
け
た
、
東
日
本
大
震
災

の
被
災
地
で
も
あ
る
宮
城
県
丸
森
町
へ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
学

生
約
１
５
０
人
で
、
台
風
の
被
害
を
受
け

た
家
屋
の
中
へ
入
り
泥
を
取
り
出
し
た

り
、
瓦
礫
の
撤
去
な
ど
の
活
動
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
際
に
、
現
地
の
皆
さ
ん
か
ら

は
、「
若
い
子
が
い
る
と
、
力
に
も
な
る
し

元
気
も
出
る
」
と
い
っ
た
あ
り
が
た
い
お

言
葉
を
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
言
葉
を
聞

い
て
、
初
め
て
人
の
役
に
立
て
た
の
だ
と

い
う
、
う
れ
し
さ
や
喜
び
を
感
じ
ま
し
た
。

今
年
は
、
56
年
ぶ
り
に
日
本
で
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
私
は
、
現
在
、

日
本
体
育
大
学
に
在
学
中
で
あ
り
、
五
輪

が
ど
れ
ほ
ど
素
晴
ら
し
い
大
会
で
あ
る
か

を
、
日
々
の
授
業
で
実
感
し
て
い
ま
す
。
こ

の
大
会
は
、
東
北
や
自
然
災
害
に
見
舞
わ

れ
た
被
災
地
へ
多
く
の
勇
気
、
希
望
や
感

動
を
与
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
私
も
、
大
会

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、
日
本
中
に
勇
気
や
希

望
を
与
え
ら
れ
る
大
会
に
な
る
よ
う
、
サ

ポ
ー
ト
を
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

加
え
て
、
現
在
の
日
本
で
は
、
少
子
高

齢
化
が
問
題
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
日
本

を
、
私
た
ち
若
者
が
背
負
っ
て
い
か
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
が
育
ち
、
遊

び
、
学
ん
だ
こ
の
ま
ち
を
さ
ら
に
魅
力
あ

る
ま
ち
に
す
る
こ
と
、
後
世
に
引
き
継
い

で
い
く
こ
と
が
、
私
た
ち
新
成
人
の
使
命

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
今
日
ま
で
私
た
ち
を
育
て
て

く
れ
た
両
親
、
祖
父
母
、
熱
く
指
導
い
た

だ
い
た
先
生
方
や
地
域
の
皆
さ
ん
に
、
本

日
無
事
に
成
人
を
迎
え
た
事
を
ご
報
告

す
る
と
と
も
に
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
ご
指
導
の
ほ
ど
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
感
謝
の
気
持
ち
と
、
成
人
と
し
て

の
決
意
を
心
に
刻
み
、
こ
れ
か
ら
の
人
生

を
歩
む
こ
と
を
心
に
誓
い
、
新
成
人
代
表

の
意
見
発
表
と
し
ま
す
。

新成人としての
決意
皆
み な

吉
よ し

 泰
た い

誓
せ い

さん
20歳（東京在住）

三股町成人式
313人が大人の仲間入り!

華やかな衣装に身を包んだ新成人の皆さん

国歌斉唱

町民憲章朗誦（矢野 夏海さん）

成人証書授与（初森 勇麿さん・轟木 遥菜さん）

中学時代の恩師がお祝いに駆けつけてくれました

成人式の企画・運営を行った

新成人意見発表（抜粋）

実行委員の皆
さん

令和２年

「司会の大役に緊張しました。
先輩方の式をお手伝いしたこの
貴重な経験を生かし、来年の式
が、さらに盛り上がるように、
みんなで素晴らしいものにした
いと思います。」

来
年
度
新
成
人
の

実
行
委
員
コ
メ
ン
ト（左）田

た

中
なか

 友
ゆ

梨
り

香
か

さん

（右）福
ふく

永
なが

 健
けん

斗
と

さん

竹下亜斗夢歌謡ショー

大盛翔平＆渋田誠也
ダンスショー

広報みまた2020.23 2広報みまた2020.2



C U L T U R E

L I B R A R Y

大人も一緒に「食育」
健康バランス食実践のために

旬の食材は　おいしい！栄
養価が高い！安い！といい
こと尽くしです。旬の食材
を使った健康バランス食を
紹介します。ご家庭での献
立にご利用ください。

２月の旬の食材
・ハクサイ
・コマツナ
・カリフラワー
・シュンギク
・オレンジ
※材料は全て 1 人分です

■ 主食 /ご飯
168㌔㌍　塩分 0㌘
材　料　 ご飯…100㌘

■ 主菜 /厚揚げのそぼろ煮
308㌔㌍　塩分 1.6㌘
材　料　 厚揚げ…100㌘、鶏ひき肉…50㌘、ハクサイ…30㌘

コマツナ…30㌘、ショウガ…2㌘、酒…小さじ１、●
だし汁…100㍉㍑、●砂糖…小さじ１、●しょう油
…小さじ１、●みそ…小さじ１、片栗粉…小さじ 1/2

作り方　 ①ハクサイは２㌢角の色紙切り、コマツナは長さ２
㌢に切る。厚揚げは厚さ２㌢に切る。②●の調味料
を全部混ぜておく。③鍋に鶏ひき肉とみじん切りにし
たショウガ、酒を入れて中火にかけ、菜箸でかき混ぜ
ながらそぼろにする。④ハクサイとコマツナを加え、
さっと混ぜたらタレと厚揚げも加え軽く煮る。⑤水溶
き片栗粉でとろみをつける。

■ 副菜 /カリフラワーのバター蒸し
52㌔㌍　塩分 0.5㌘
材　料　 カリフラワー…50㌘、ミニトマト…30㌘、パセリ…

少々、バター…小さじ１、塩…小さじ 1/12、こしょう
…少々

作り方　 ①カリフラワーは小房に分ける。②フライパンにカリ
フラワー、ひたひたの水、バター、塩、コショウを入れ
てフタをして中火にかける。3 分蒸し煮したらフタを
取り、ミニトマトを加える。③強火にして水分を飛ば
し、カリフラワーに焼き色をつける。

■ 副菜 /シュンギクのみそ汁
56㌔㌍　塩分 1.2㌘
材　料　 シュンギク…30㌘、生シイタケ…10㌘、揚げ玉…大

さじ１、だし汁…120㍉㍑、みそ…大さじ 1/2
作り方 　 ①シュンギクは 3㌢長さに切る。シイタケは薄く切る。

②だし汁とシイタケを鍋に入れ、煮立ったらシュンギ
クを加えさっと煮る。③火を止め、ミソをとき入れ椀
に注ぎ、揚げ玉をのせる。

■ もう一品 /フルーツ
27㌔㌍　塩分 0㌘
材　料　 オレンジ…100㌘

日
本
を
代
表
す
る
吹
奏
楽
団

３
月
６
日
、
自
主
文
化
事
業
『
東
京
佼こ
う

成せ
い

ウ
イ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
メ
ン
バ
ー
に
よ
る

金
管
五
重
奏
』
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
公
演
は
『
東
京
佼
成
ウ
イ
ン
ド
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
』
所
属
の
、
本
町
出
身
の
ト
ロ
ン

ボ
ー
ン
奏
者
・
今い
ま

村む
ら

岳た
け

志し

を
中
心
に
、
本ほ
ん

間ま

千か
ず

也や
（
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
）
と
河か
わ

原は
ら

史ふ
み

弥や
（
ト
ラ

ン
ペ
ッ
ト
）、
堀ほ
り

風ふ
う

翔か
（
ホ
ル
ン
）、
近こ
ん

藤ど
う

陽よ
う

一い
ち

（
テ
ュ
ー
バ
）の
５
人
の
演
奏
家
に
よ
る
コ
ン

サ
ー
ト
で
す
。

『
星
に
願
い
を
』、『
ス
イ
ス
軍
隊
の
行
進
』、

天
空
の
城
ラ
ピ
ュ
タ
よ
り『
君
を
の
せ
て
』な

ど
の
曲
を
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
、
ホ
ル
ン
、
ト
ロ

ン
ボ
ー
ン
、
テ
ュ
ー
バ
の
音
色
と
と
も
に
聴

か
せ
ま
す
。

日
本
を
代
表
す
る
吹
奏
楽
団
「
東
京
佼
成

ウ
イ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」
メ
ン
バ
ー
の
上

質
な
演
奏
を
聴
け
る
ま
た
と
な
い
機
会
で

す
。
ど
う
ぞ
お
見
逃
し
な
く
！

■
詳
し
く
は
、
本
誌
裏
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

人
形
と
一
緒
に
銀
河
の
旅
へ

12
月
11
日
、
自
主
文
化
事
業
・
人
形
劇
『
銀

河
鉄
道
の
夜
』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
公
演
は
、
大
阪
の
老
舗
の
人
形
劇
団

「
ク
ラ
ル
テ
」に
よ
る
宮
沢
賢
治
の
名
作『
銀
河

鉄
道
の
夜
』
の
人
形
劇
で
、
少
年
ジ
ョ
バ
ン
ニ

が
銀
河
鉄
道
に
乗
っ
て
旅
を
す
る
物
語
で
す
。

観
客
は
、
ま
る
で
生
き
て
い
る
か
の
よ
う

な
人
形
の
演
技
に
引
き
込
ま
れ
、
一
緒
に
幻

想
的
な
銀
河
の
旅
を
楽
し
み
ま
し
た
。

楽
し
い
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
！

12
月
21
日
、『
お
い
で
お
い
で X

'm
as 

X
'm

as

コ
ン
サ
ー
ト
』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

出
演
は
、「
小
さ
な
音
楽
会
」
メ
ン
バ
ー

と
、
ゲ
ス
ト
に
豊と
よ

國く
に

淳じ
ゅ
ん

子こ
（
ウ
ッ
ド
ベ
ー
ス
）

と
チ
ャ
ッ
ピ
ー
（
大
道
芸
）を
迎
え
ま
し
た
。

毎
年
恒
例
の
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
。
今
年

も
、
み
ん
な
で
ク
リ
ス
マ
ス
の
曲
を
歌
っ
た

り
、
サ
ン
タ
と
踊
っ
た
り
と
、
一
足
早
い
ク

リ
ス
マ
ス
を
家
族
で
楽
し
み
ま
し
た
。

三股町立
文化会館
〒889─1901 三股町大字樺山3404─2
TEL.51-3462 FAX.51-3561

『 銀河鉄道の夜 』本番の様子

クリスマスコンサートの様子

三股町立
図 書 館
〒889─1901 三股町大字樺山3406─8
TEL.51-3200　FAX.51-3751

クラシックギターの演奏で
クリスマス音楽を楽しみました

今年も多くの絵本をお届けします
～よみ始めおはなし会～

いきいき
げんき！

問い合わせ：町健康管理センター  ☎52−8481

毎月19日は
食 育 の 日

冬
が
終
わ
り
、
春
が
来
る
。
日

本
で
は
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
決

め
て
い
ま
す
か
？
ア
メ
リ
カ
に

は
、
春
が
来
る
時
期
を
決
定
す
る

と
て
も
興
味
深
い
方
法
が
あ
り
ま

す
。「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ホ
ッ
グ
」
と
い

う
生
き
物
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

冬
に
冬
眠
す
る
植
物
を
食
べ
、
赤

褐
色
の
ビ
ー
バ
ー
の
よ
う
な
容
姿

で
穴
を
掘
る
動
物
で
す
。
グ
ラ
ウ

ン
ド
ホ
ッ
グ
は
冬
の
終
わ
り
と
春

の
始
ま
り
を
知
ら
せ
ま
す
。
い
ろ

い
ろ
な
グ
ラ
ウ
ン
ド
ホ
ッ
グ
が
い

る
中
で
も
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
に

は
、「
パ
ン
ク
ス
タ
ウ
ニ
ー
・
フ
ィ

ル
」
と
い
う
特
別
な
グ
ラ
ウ
ン
ド

ホ
ッ
グ
が
い
て
、
毎
年
2
月
2
日

に
グ
ラ
ウ
ン
ド
ホ
ッ
グ
デ
ー
と
呼

ば
れ
る
大
き
な
祭
り
が
あ
り
ま
す
。

祭
り
は
、
日
の
出
前
の
早
朝
に
始

ま
り
ま
す
。
日
の
出
後
、
フ
ィ
ル

は
祭
り
の
た
め
に
用
意
さ
れ
た
棲

み
家
か
ら
連
れ
出
さ
れ
、
祭
り
の

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
が
始
ま
り
ま
す
。

フ
ィ
ル
が
自
分
の
影
を
見
て
穴
に

戻
る
と
、
さ
ら
に
6
週
間
冬
の
天

気
が
続
く
と
予
想
さ
れ
、
影
を
見

な
け
れ
ば
、
早
春
と
予
想
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
は
１
８
８
７
年
か
ら
伝

わ
り
始
め
た
ア
メ
リ
カ
の
伝
統
で

す
。
ち
な
み
に
昨
年
は
自
分
の
影

を
見
な
か
っ
た
の
で
、
早
春
で
し

た
。
今
年
は
ど
う
な
る
か
と
て
も

楽
し
み
で
す
。
こ
の
記
事
が
、
広

報
紙
に
掲
載

さ
れ
る
こ
ろ

に
は
結
果
が

分
か
っ
て
い

る
で
し
ょ
う
。

外国語指導助手のコーナー

私たち協力隊の活動の様子を
お伝えします

『心からの
感謝を込めて』

地域おこし協力隊：笠
か さ

島
し ま

 一
い ち

郎
ろ う

さん・幸
さ ち

代
よ

さん

地域おこし協力隊通信
最終回

東京での生活の基盤、日常の景色、人のつながりや生き

ていくことの全てが変わり、ゼロからのスタートを切った

平成 29年１月 16日に何のつてもない中で始まったここ

三股町での新生活。文化、言葉、考え方、食や生活習慣の全

てが未経験で、想像を絶するプレッシャーと高揚感で突っ

走った３年間でした。大きな希望とどうしようもない矛盾

や葛藤を抱え、本当ならとっくに潰れていてもおかしくな

い数々の状況の中で、このまちの皆さんが私たち笠島家を

包み込むように支えてくれました。町地域おこし協力隊と

しての任務は令和２年１月 15日を持って終了しましたが、

この３年間で何を成し遂げたかよりも、これからの未来に

何を成していくのか。『何のため

君よそれを忘るるな』。笠島家を

支えてくださった三股町の皆さ

んに心から感謝いたします。

町の栄養士から

声
に
出
し
て
本
を
読
む
「
音
読
」
を
体
験
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
詩
、
古
典
や
俳
句
な
ど
を

声
に
出
し
て
読
ん
で
み
る
と
脳
の
運
動
に
な

り
、
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
学
と
出
合
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

★ 「
音
読
の
部
屋
」
開
催
日
＝
２
月
25
日

（
火
）、
３
月
３
日
（
火
）
午
前
10
時
～
10
時

30
分

映
画
を
楽
し
む「
と
し
ょ
か
ん
映
写
会
」

毎
月
第
３
金
曜
日
は
、「
と
し
ょ
か
ん
映
写

会
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
次
の
映
写
会
は
２

月
21
日（
金
）午
前
10
時
10
分
～
11
時
50
分
で

す
。
上
映
作
品
は
『
ふ
た
り
の
旅
路
』。
不
慮

の
事
故
で
娘
を
亡
く
し
、
震
災
で
は
夫
が
行

方
不
明
に
な
り
、
ケ
イ
コ
は
殻
に
閉
じ
こ
も

り
暮
ら
し
て
い
た
。
ラ
ト
ビ
ア
で
開
催
さ
れ

る
着
物
シ
ョ
ー
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た

ケ
イ
コ
は
、
亡
き
娘
の
結
婚
式
用
に
あ
つ
ら

え
た
黒く
ろ

留と

め
袖そ
で

を
着
る
こ
と
に
。
ラ
ト
ビ
ア

で
不
思
議
な
こ
と
が
起
こ
り
、
止
ま
っ
て
い

た
ケ
イ
コ
の
人
生
の
時
間
が
動
き
出
す
。
桃

井
か
お
り
、
イ
ッ
セ
ー
尾
形
・
主
演
。

■ 

休
館
案
内（
13
㌻
く
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
）

図
書
館
で
ク
リ
ス
マ
ス
気
分

12
月
22
日
（
日
）
に
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

と
、
お
は
な
し
会
を
行
い
ま
し
た
。
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト
で
は
、
町
内
在
住
の
愛あ
い

川か
わ

義よ
し

夫お

さ

ん
に
よ
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
が
演
奏
さ
れ

「
戦
場
の
メ
リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
」「
サ
ン
タ
が

街
に
や
っ
て
く
る
」な
ど
、た
く
さ
ん
の
ク
リ

ス
マ
ス
ソ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
、

お
は
な
し
会
で
は
図
書
館
職
員
が
ク
リ
ス
マ

ス
や
冬
の
絵
本
を
読
ん
だ
り
、
子
ど
も
た
ち

と
一
緒
に
歌
を
歌
っ
た
り
と
親
子
で
ク
リ
ス

マ
ス
を
楽
し
む
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

読
み
納
め
・
読
み
始
め
お
は
な
し
会

12
月
27
日
（
金
）
に
読
み
納
め
、
１
月
５
日

（
日
）に
読
み
始
め
お
は
な
し
会
を
行
な
い
ま

し
た
。
今
年
も
た
く
さ
ん
の
絵
本
を
お
届
け

し
ま
す
。
親
子
で
、
た
く
さ
ん
の
絵
本
を
楽

し
ん
で
く
だ
さ
い
。
絵
本
選
び
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
い
つ
で
も
行
っ
て
い
ま
す
。

音
読
の
部
屋
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

毎
月
第
１
・
４
火
曜
日
の
午
前
10
時
か
ら

30
分
間
「
音
読
の
部
屋
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ライト・デレック

「冬が終わり、
春が来る。」

次号より新任隊員の連載がスタート
します。笠島ご夫妻お疲れ様でした。
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谷
口
正
弘
さ
ん

書
道
コ
ン
テ
ス
ト
で
銅
賞

12
月
23
日
、谷た

に

口ぐ
ち

正ま
さ

弘ひ
ろ

さ
ん
が

西
村
尚
彦
副
町
長
を
訪
れ「
障
害

者
に
よ
る
書
道
・
写
真
コ
ン
テ
ス

ト
」の
書
道
部
門
で
の
銅
賞
受
賞

の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。こ
の
コ

ン
テ
ス
ト
は
、障
害
の
あ
る
方
々

の
文
化
・
芸
術
活
動
の
促
進
と
技

術
の
向
上
ま
た
、そ
れ
ら
の
活
動

を
通
し
た
、積
極
的
な
自
己
実
現

と
社
会
参
加
の
促
進
を
目
的
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。書
道
部
門
８
０

４
点
の
中
か
ら
銅
賞
15
点
の
一
つ

に
選
ば
れ
ま
し
た
。谷
口
さ
ん
は
、

町
社
協
の
サ
ロ
ン
が
主
催
す
る
サ

ロ
ン
教
室
で
練
習
に
励
み
、今
回

の
受
賞
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

園
児
た
ち
が
大
歓
声

み
ま
た
●
ク
リ
ス
マ
ス

12
月
20
日
、町
商
工
会
青
年
部

主
催
の「
み
ま
た
ん
ク
リ
ス
マ
ス
」

が
町
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。こ
れ
は
、町
内
の
幼
稚
園・保

育
園
の
年
長
児
な
ど
を
対
象
に
、

三
股
を
愛
す
る
心
を
育
む
こ
と
や

子
ど
も
た
ち
に
夢
を
与
え
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
毎
年
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
日
は
、
園
児
た
ち

の
踊
り
を
交
え
た
ク
リ
ス
マ
ス
ソ

ン
グ
で
開
幕
。「
ド
リ
ー
ム
戦
隊
・

ミ
マ
タ
レ
ン
ジ
ャ
ー
シ
ョ
ー
」で

は
、
園
児
た
ち
が
目
を
輝
か
せ

な
が
ら
大
声
援
を
送
り
ま
し
た
。

最
後
は
サ
ン

タ
か
ら
プ
レ

ゼ
ン
ト
が
贈

ら
れ
、
会
場

は
一
足
早
い

ク
リ
ス
マ
ス

ム
ー
ド
に
包

ま
れ
ま
し
た
。

ピ
ア
ノ
調
律
の
技
術
を
体
験

宮
村
小
で
プ
ロ
の
仕
事
学
ぶ

中な
か

野の

汐ゆ

桜ら

さ
ん

（
宮
村
小
６
年
）

「
ピ
ア
ノ
を
習
っ
て
い
て
、練
習
し
て
い
ま
す
が
、

ピ
ア
ノ
の
仕
組
み
を
詳
し
く
学
ぶ
の
は
初
め
て

で
、
調
律
師
と
い
う
仕

事
も
身
近
に
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
」

参
加
者

Topics

「
町
村
の
部
」で
３
連
覇
達
成
!!

第
10
回
県
市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走
大
会

ん

谷た
に

口ぐ
ち

正ま
さ

弘ひ
ろ

さ
ん

（
谷
在
住
）

「
先
生
の
指
導
の
も
と
で
書
い
た
作
品
が
評
価

さ
れ
て
う
れ
し
い
で
す
。今
回
の
受
賞
を
励
み

に
、練
習
を
続
け
ま
す
」

受
賞
者

「最終画の線は、どっしりとした
厚みある見事な線」と評された
受賞作品

Topics

見
事
な
規
律
で

消
防
出
初
式

１
月
12
日
、
町
と
町
消
防
団

（
里さ

と

岡お
か

広ひ
ろ

志し

団
長
、
１
６
０
人
）

は
、
町
ふ
れ
あ
い
中
央
広
場（
町

立
文
化
会
館
西
側
）で
新
春
を
飾

る「
三
股
町
消
防
出
初
式
」を
行
い

ま
し
た
。

こ
れ
は
、団
員
の
士
気
高
揚
と

消
防
技
術
の
向
上
を
目
的
に
毎
年

実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

当
日
は
式
典
に
先
立
ち
、消
防

車
両
14
台
に
よ
っ
て
、町
役
場
か

ら
会
場
ま
で
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

式
典
で
は
木
佐
貫
町
長
が
点
検

長
と
な
り
、機
動
本
部
か
ら
第
７

部
ま
で
の
各
部
の
服
装
や
規
律
、

機
械
器
具
点
検
の
整
備
状
況
、発

水
の
所
要
時
間
な
ど
の
審
査
が
行

わ
れ
ま
し
た
。ま
た
、町
内
12
カ
所

の
保
育
園
で
組
織
さ
れ
る「
幼
年
消

防
ク
ラ
ブ
」が
か
わ
い
い
発
水
を

行
っ
た
ほ
か
、業
務
に
長
年
功
績

の
あ
っ
た
団
員
や
家
族
、退
職
者

の
表
彰
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
は
、終
始
厳
粛
な
中
に
消
防

団
の
気
迫
と
見
事
な
規
律
を
感
じ

さ
せ
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

審
査
結
果
と
受
賞
者
・
受
賞
団

体
・
感
謝
状
受
賞
者
は
次
の
と
お

り
で
す（
敬
称
略
）。

出
初
式
点
検
・
発
水
の
審
査
結
果

１
位
／
第
７
部

２
位
／
第
２
部

３
位
／
第
６
部

最
優
秀
部
長
賞

第
７
部
長　
木き

佐さ

貫ぬ
き

雄ゆ
う

一い
ち

受
賞
者
・
受
賞
団
体

【
県
知
事
表
彰
】

（
定
例
表
彰
）大お

お

田た

原ば
ら

俊し
ゅ
ん

一い
ち

【
県
消
防
協
会
長
表
彰
】

（
功
績
章
）黒く

ろ

木き

明よ
し

郁ふ
み
・（
精
績
章
）

丸ま
る

山や
ま

祐ゆ
う

宜き

、別べ
つ

納の
う

広ひ
ろ

樹き

・（
特
別
表

彰 

親
子
団
員
の
部
）福ふ

く

永な
が

健け
ん

二じ

、

福ふ
く

永な
が

健け
ん

斗と

・（
感
謝
状
）兒こ

玉だ
ま

た
え

１
月
13
日
、
宮
崎
市
で「
第
10

回
宮
崎
県
市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走

大
会
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。
県
内

26
市
町
村
か
ら
44
チ
ー
ム
が
出
場

（
本
町
は
２
チ
ー
ム
編
成
）し
、県

庁
前
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
と
す

る
12
区
間
39
・
２
㌔
で
、郷
土
の

誇
り
を
か
け
て
健
脚
を
競
い
ま

し
た
。
本
町
は
、
昨
年
６
月
に
強

化
委
員
会
を
発
足
し
、米よ

ね

田だ

透と
お
る

監

督
や
４
人
の
コ
ー
チ
の
指
導
の
も

と
、
約
７
カ
月
間
、
練
習
に
励
ん

で
き
ま
し
た
。
競
技
の
結
果「
町

村
の
部
」で
、
Ａ
チ
ー
ム
が
２
位

に
２
分
10
秒
差
の
２
時
間
９
分
59

秒
で
１
位（
総
合
５
位
）に
輝
き
、

３
連
覇
７
度
目
の
優
勝
を
達
成
し

ま
し
た
。ま
た
Ｂ
チ
ー
ム
は
８
位

と
大
健
闘
。
個
人
で
は
、
水み

ず

町ま
ち

心こ

春は
る

さ
ん
、辻つ

じ

洵じ
ゅ
ん

哉や

さ
ん
、外ほ

か

野の

凛り
ん

さ
ん
、
徳と

く

留ど
め

慶け
い

太た

さ
ん
、
木き

下し
た

茉ま

白し
ろ

さ
ん
の
５
人
が
区
間
賞
を
獲
得

す
る
力
走
を
見
せ
ま
し
た
。閉
会

式
で
は
、第
１
回
大
会
か
ら
10
年

連
続
走
り
続
け
た
選
手
と
し
て
、

大お
お

久く

保ぼ

誠ま
こ
とさ
ん
に
表
彰
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
な
お
、
今
大
会
の
た

め
に
、東
京
都
、福
岡
県
、熊
本
県

在
住
で
、本
町
に
ゆ
か
り
の
あ
る

３
選
手
が
帰
省
し
、選
手
と
し
て

走
り
、大
会
三
連
覇
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

11
月
27
日
、日
本
ピ
ア
ノ
調
律

師
協
会
主
催
の「
12
歳
の
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
／
ピ
ア
ノ
の
仕
事
」が
宮

村
小（
稲い

な

用も
ち

浩こ
う

一い
ち

郎ろ
う

校
長
、
１
２

７
人
）で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、同
協
会
所
属
の
調
律

師
が
全
国
の
小
学
校
で
仕
事
内
容

を
紹
介
し
て
い
て
、町
内
で
は
初

め
て
の
開
催
で
す
。町
内
の
調
律

師
、
山や

ま

内う
ち

勝か
つ

彦ひ
こ

さ
ん
が
、
ピ
ア
ノ

の
仕
組
み
を
説
明
し
、調
律
作
業

を
実
演
。
ま
た
、
都
城
市
出
身
の

ピ
ア
ニ
ス
ト
、間ま

世せ

田だ

采あ
や

伽か

さ
ん

の
演
奏
も
あ
り
、
児
童
た
ち
は
、

間
近
で
の
生
演
奏
に
聴
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。

子こ

、岡お
か

林ば
や
し

光み
つ

子こ

【
県
消
防
協
会
都
城
支
部
長
表
彰
】

（
優
良
部
）第
４
部・（
団
員
）松ま

つ

山や
ま

健け
ん

一い
ち

、中な
か

内う
ち

竜り
ゅ
う

太た

、藏く
ら

元も
と

裕ゆ
う

介す
け

、西さ
い

郷ご
う

武た
け

晴は
る

【
町
長
表
彰
】

（
一
般
団
員
）和わ

田だ

裕ひ
ろ

之ゆ
き

、西に
し

村む
ら

夏な
つ

樹き

、久く

保ぼ

賢け
ん

一い
ち

、村む
ら

尾お

憲け
ん

一い
ち

、黒く
ろ

木き

興こ
う

輔す
け

、
大お

お

久く

保ぼ

哲あ
き

智と
し

、
谷た

に

山や
ま

翔し
ょ
う

太た

郎ろ
う

、杉す
ぎ

本も
と

康こ
う

一い
ち

、久ひ
さ

松ま
つ

浩こ
う

毅き

、菊き
く

池ち

雄ゆ
う

大だ
い

、岩い
わ

崎さ
き

隆り
ゅ
う

司じ

、乘の
り

峯み
ね

敏と
し

明あ
き

、東
ひ
が
し

聡さ
と
し、桒く
わ

畑は
た

貴た
か

志し

、児こ

島じ
ま

千ち

嘉ひ
ろ

、假か
り

屋や

美み

月つ
き

、水み
ず

元も
と

理り

沙さ

・（
感
謝
状
）大お

お

村む
ら

美み

緒お

、川か
わ

崎さ
き

幸さ
ち

代よ

、児こ

玉だ
ま

香か

織お
り

、中な
か

内う
ち

梨り

詠え

、
藏く

ら

元も
と

真ま

由ゆ

香か

、
柚ゆ

木き

崎ざ
き

弘ひ
ろ

子こ

、西さ
い

郷ご
う

祥し
ょ
う

子こ

、新に
い

坂さ
か

ひ
ろ
み

【
団
長
表
彰
】（
一
般
団
員
）野の

崎ざ
き

彰し
ょ
う

吾ご

、上か
み

沖お
き

栄え
い

次じ

、釘く
ぎ

村む
ら

勝か
つ

彦ひ
こ

、野の

﨑ざ
き

裕ゆ
う

一い
ち

、下し
も

石い
し

崇た
か

生お

、鍋な
べ

倉く
ら

浩ひ
ろ

美み

、小こ

林ば
や
し

晴は
る

輝き

、
河か

わ

野の

杉す
ぎ

作さ
く

、
今い

ま

村む
ら

浩こ
う

太た

郎ろ
う

、上か
み

牧ま
き

健け
ん

二じ

、柏
か
し
わ

田だ

啓け
い

介す
け

【
退
職
報
償
者（
銀
杯
）】

（
１
号
：
勤
続
25
年
以
上
）永な

が

吉よ
し

由ゆ

貴き

夫お

（
２
号
：
勤
続
15
年
以
上
）兒こ

玉だ
ま

昭あ
き

人ひ
と

、児こ

島じ
ま

高た
か

志し

、馬ば

場ば

弘ひ
ろ

樹き
最優秀部長賞を受賞した木佐貫雄一第７部長

服装や規律などを審査する通常点検 幼年消防クラブによる発水 親子団員として県から表彰された福永健二さん、健斗さん

発水の美しい曲線に歓声があがった

県の救急防災ヘリコ
プター「あおぞら」
による散水

晴天の中、一斉にスタート！町村の部」で８位と健闘した本町
Bチーム（アンカー木原弘貴さん）

見事、一位でゴールした
富永昌輝さん（本町Aチーム）

みんなの思いが詰まった
「たすき」をつなぐ（三股B）

みんなの思いが詰まった
「たすき」をつなぐ（三股A）

10年連続の出場を果たした
大久保誠さん（田上在住）

水み
ず

町ま
ち

心こ

春は
る

さ
ん

（
稗
田
在
住
）

「
他
の
選
手
に
は
負
け
た
く
な
い
と
い
う
思
い
で

臨
み
、沿
道
の
声
援
の
お
か
げ
で
気
持
ち
良
く

走
れ
ま
し
た
。市
郡
の
部
も
合
わ
せ
て
の
一
位
、

ま
た
チ
ー
ム
の
優
勝
に
貢
献
で
き
て
う
れ
し
い

で
す
」

新
設
さ
れ
た
中
学
女

子
区
間
の
２
区
で
全

体
ト
ッ
プ
の
区
間
賞
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お知らせ Mimata Information

■�応募条件＝
年齢は問いませんが、子どもの指導
ができ、一緒に遊ぶ体力があること。

※�放課後児童支援員認定資格、保育士、教
員免許を持っている人を優先します。
■�勤務地＝
町内の各児童クラブ・児童館
②放課後児童支援員・児童厚生員補助員
■仕事内容＝
・�放課後児童支援員・児童厚生員の
補助業務

■応募条件＝
年齢は問いませんが、子どもの指導
ができ、一緒に遊ぶ体力があること。
※�放課後児童支援員認定資格、保育士、
教員免許を持っている人を優先します。
■勤務地＝
町内の各児童クラブ・児童館
■お問い合わせ＝

福祉課 児童福祉係
☎52－9060

交通災害共済は、交通事故により死

亡、障害、けがをした場合に、お互いに
助け合い、見舞金を支払う制度です。次
のとおり加入申し込みを受け付けます。
■支部長を通じての申込期間＝
2月1日（土）～ 3月25日（水）

※�個人で申し込みをする場合こともでき
ます。その場合は４月以降も受け付け
ますが、共済期間は、受付日の翌日か
らとなります。
■�共済期間＝４月１日～令和３年３月
31日（１年間）

■加入資格＝町民（外国人住民を含む）
※�修学のため一時的に町外に転出してい
る人も加入できます。
■�申込方法＝申込書に必要事項を記入
して、共済掛金を添えて支部長または
町役場（案内窓口）・郵便局（ゆうちょ
銀行）までお申し込みください。

※�申込用紙は、支部長宅に配付します。
また、町役場（案内窓口）にもあります。
■共済掛金＝１人500円
■お問い合わせ＝

町役場 案内窓口
☎52－1111

これまで、人権擁護委員として町民
の人権相談や啓発活動などに長年尽力
された今

いま

村
むら

理
り

恵
え

さんに替わり、１月１
日付で竹

たけ

ノ
の

内
うち

鈴
すず

子
こ

さんが新しく人権擁
護委員に就任しました。
■お問い合わせ＝

総務課 行政係
☎52－1112

国が実施するＪアラート（全国瞬時
警報システム）の第４回全国一斉情報伝
達訓練に合わせて、本町でも情報伝達

試験を実施します。
町内各所に設置している防災行政用
無線のスピーカーから、次の日程で音
声が一斉に流れます。ご理解とご協力
をお願いします。
■日時＝2月19日（水）午前11時ごろ
■�試験方法＝防災行政無線（広報塔）を
使用します。

■�放送内容＝コールサイン（1回鳴ら
します）⇒「これは、Ｊアラートのテ
ストです」（３回鳴らします）⇒下り
チャイム（１回鳴らします）

※�全国瞬時警報システム（Ｊアラート）
は、国が人工衛星を使い、町の防災行
政無線を直接起動させて、緊急事態
の情報をお知らせするシステムです。
※�災害発生や気象状況によっては、情
報伝達試験を中止する場合がありま
す。中止する場合は、防災行政用無線
でお知らせします。
■お問い合わせ＝

総務課 危機管理係
☎52－1110

■寄付者一覧
令和元年12月1日から12月31日まで
社会福祉法人�三股町社会福祉協議会
●忌明寄付

●一般寄付
茶道裏千家淡交会都城分会
代表　江夏�宗

そう

恵
けい

� …………… １万円

放課後児童クラブは、就労などで放
課後に保護者が不在となる児童に、町
内の児童館などで適切な遊びと生活の
場を提供し、健全な育成を図ることが
目的です。
利用するためには、放課後児童クラ
ブへの「登録」が必要です。登録を希望
する家庭は、新規・継続を問わず、必ず
申請してください。
■�利用できる日時・利用料金＝

■�利用できない日＝
日曜日、祝日、年末年始（12月29日
～翌年１月３日）
※�その他、台風やインフルエンザなど
で学校が休校の場合など。
■�対象児童＝
※�次の①、②のいずれかに該当する必
要があります。
①�放課後に就労などで保護者が不在と
なる児童
②�保護者が就学・疾病・看護・出産（育
児休業の場合を除く）などで、健全
育成上支援が必要な児童
※�原則として低学年の児童が優先とな
ります。
※�保護者の責任で開設場所までの送迎
を行ってください。
■�登録期間＝
４月１日（水）～令和３年３月31日
（水）
■�登録できる放課後児童クラブ＝
原則、自宅近くの放課後児童クラブ
への登録になります。

※�登録先の決定は、先着順ではありま
せん。新一年生から優先に、お住ま
いの地域、保護者の就労状況（就労
時間・就労日数など）を考慮して決
定します。必ずしも希望の児童クラ
ブへ登録できるとは限りません。ま
た、定員を超える場合は、ほかのク
ラブへの登録または入所待機となり
ますのでご了承ください。
■�登録方法＝
放課後児童クラブに登録を希望する
児童の保護者は、①放課後児童クラ
ブ入会申請書一式、②就労・入会要
件申立書（該当者）・承諾書を揃えて
ご提出ください。

■入会承認＝
申請期間内の申請者には、３月中旬
以降に、各児童クラブから「放課後児
童クラブ入会承認通知書」または「入
会不承認通知書」でお知らせします。
■児童クラブ＝

令和２年度から放課後児童クラブの利
用料金、開設時間が変更になります
これまでは、午前８時から９時まで
の時間帯利用者のみ月額 2,000 円の利

用料金を負担する必要がありました
が、令和 2年度から、利用者全員に月
額 3,000 円の利用料金を負担してもら
うことになりました。また、利用時間
を次のとおり 30 分延長することにな
りましたので、ご確認ください。
■�利用料金＝
月額3,000円（その他に保険料800円/
年間が必要です。）
■�開設時間＝
月曜～金曜…午後２時～午後６時30分
土曜・学校休業日…午前８時～午後
６時30分　　　　　　　　　　　　
■お問い合わせ＝

福祉課 児童福祉係（１階 ⑥番窓口）
☎52－9060（直通）
または各児童クラブ

町は、児童クラブで働く人を募集し
ています。希望する人は、福祉課児童
福祉係までお問い合わせください。
①放課後児童支援員・児童厚生員　
■仕事内容＝
・遊びや生活指導を行う。
・�児童の出欠などの状況確認や見守
りを行い必要に応じて関係機関・
保護者との連携を行う。
・�児童の安全に注意し、児童に事故
があったときは、早くに救護を行
い必要に応じて関係機関・保護者
に連絡する。
・�施設、備品管理や事務処理などを行う。

愛のご寄付

放課後児童クラブを
利用する場合には、
申請が必要です

開設日 利用時間

月曜～金曜 午後２時
～午後６時30分

土曜、春・夏・冬休み
などの学校休業日

午前８時
～午後６時30分

利用料金
月額3,000円

※その他に保険料800円（年間）が必要です。

申請書類
１月18日(土)から各児童クラブで配布
予定です。

申請期間
２月１日(土)～２月22日(土)

申請書類提出先
登録を希望する児童クラブに提出してくだ
さい。

名称 開設場所 電話番号

三股小児童クラブ 三股小学校敷地
内別棟 51-0606

プラザ児童クラブ 第２地区交流プラザ 52-1099
東原児童クラブ 東原児童館 52-0336
今市児童クラブ 今市児童館 52-1814
三股西小
第一児童クラブ 中原団地広場内施設 51-2780

植木児童クラブ 植木児童館 52-1092
蓼池児童クラブ 蓼池児童館 52-3947
前目児童クラブ 前目児童館 52-4844
梶山児童クラブ 梶山児童館 52-1251

長田児童クラブ 長田小学校内 070-2341-
7922

宮村児童クラブ 宮村児童館 52-5533

放課後児童クラブで働
く人を募集します

勤務時間

月曜～金曜
午後２時
～午後６時30分
※�小学校行事などで
早出勤務あり

土曜、学校休業日
午前８時
～午後６時30分
※休憩１時間

休日
週休２日（日曜および交代で１日）、祝日、
12月29日～１月３日

募集人員 給与
6人程度 月給約９万円

諸手当等
期末手当、時間外勤務手当（土曜・学校休業
日）、通勤手当など

期　間
契約日～令和３年３月31日まで
※勤務実績が良好な場合は再任用あり

勤務形態・時間
児童クラブの開設時間内で補助員を必要と
する日または時間に勤務

月曜～金曜 午後２時～午後６時30分

土曜、
学校休業日 午前８時～午後６時30分

雇用形態 募集人員 賃　金
登録制 6人程度 時給897円

期　間
契約日～令和３年３月31日まで

市町村交通災害共済
加入申し込みを受
け付けます

人擁護委員が替わり
ました

J アラートの全国一
斉情報伝達試験を
実施します

寄 付 者 続柄 故人名 年齢 地区 金額

佐
さ

澤
ざわ

裕
ひろ

喜
き

母 ムツ 93 下新 3万円

坂 口 富 子 妹 尾
お

辻
つじ

辛
よう

子
こ

72 宮村 3万円

大村田
た

三
み

𠮷
よし

母 政子 98 上米 5万円

山 元 貞
さだ

治
はる

妻 重
しげ

子
こ

83 梶山 2万円

堀 内 弦
つる
雄
お
母 シヅミ 96 蓼池 3万円

坂 元 俊
とし

充
あつ

妻 冨
とみ

子
こ

83 梶山 3万円

別府ノリ子 母 中村ケサヨ106 今市 2万円

川原 正
しょう

三
ぞう

母 ミヤ 91 上米 3万円

児 島 直 美 夫 忠
まこと

49 上新 3万円

上西 俊
しゅん

三
ぞう

妻 節
せつ

子
こ

82 仲町 3万円
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保健と福祉 Mimata  Health & Welfare Guide

健康管理センターからのお知らせ
●健康管理センター　☎52－8481
●赤ちゃん健診
■期日＝３月５日（木）受付：午後１時～１時30分
■�対象者＝平成31年２月、令和元年８月、12月生まれ
の乳児

■�準備するもの＝母子健康手帳（おっぱい相談を希望さ
れる人は、タオル２～３枚程度をご準備ください。）

※�希望する人には、おっぱい相談や栄養相談も実施しま
すので、ぜひご利用ください。

●２歳６カ月児歯科健診
■期日＝３月19日（木）受付：午後１時～１時30分
■対象者＝平成29年８月１日～平成29年９月30日生まれ
■準備するもの＝母子健康手帳
※�当日は歯科の診察を行います。希望する人には、こと
ばの相談、栄養相談も実施しますので、ぜひご利用く
ださい。

●３歳児健診
■期日＝２月20日（木）受付：午後１時～１時30分
■対象者＝平成28年７月１日～平成28年８月31日生まれ
■準備するもの＝母子健康手帳、質問票、検尿
※�医師の診察を行います。また、希望する人には、こと
ばの相談、心理相談、栄養相談も実施しますので、ぜ
ひご利用ください。

子育て支援センターからのお知らせ
●子育て支援センター　 ☎52－8101
●子育て支援センターに遊びに来ませんか？
子育て支援センターは、町総合福祉センター「元気の杜」
の中にあります。利用できるのは、未就学の子どもと保護
者です。（保護者同伴が原則）。
月～金曜の午前９時～正午までと、午後１時～３時に開
放しています。また開放日に合わせて、毎月楽しい行事や
教室を行っています。詳しくは、町社会福祉協議会公式サ
イトでもお知らせしています。
　「子どもと遊べる場所を探している」「お友達をつくりた
い」お母さんは、ぜひ親子で遊びに来てください。
●ふわふわ布絵本
ボランティアグループ「ふわふわ布絵本の会」の手作り
の作品を使ったおはなし会です。
■期日＝ 2月18日（火）　
■時間＝午前10時45分～ 11時15分
●英語であそぼう
外国語指導助手（ALT）の先生と一緒に英語に慣れ親し
みながら楽しい時間を過ごしましょう。
■期日＝毎週水曜日
■時間＝午後１時30分～ 2時30分
■講師＝ライト・デレック先生、リプリー・カラリー先生
●友達つくろう！一緒にあそぼう！
子育て中のママたちのサークル「いもん子クラブ」と手

遊びや製作を通して触れ合いましょう。
■期日＝ 2月20日（木）　
■時間＝午前10時30分～ 11時　

●親子ふれあいコンサート
笑顔を運ぶ音楽団「小さな音楽会」の、生の歌と演奏で

楽しい時間を過ごしましょう。
■期日＝ 2月25日（火）
■時間＝午前10時～
■場所＝町総合福祉センター「元気の杜」大会議室

●子育て講座「女性の身体にいいお話」
布ナプキンの話を中心にご自身や娘さんの体や心のケア

について考えてみませんか。参加したい人は申し込みをし
てください。
■期日＝ 2月27日（木）
■時間＝午前10時30分～（40分程度）
■講師＝西迫�佳恵�助産師（テルてる助産院）
■申し込み先＝子育て支援センター　☎︎52－8101

●おはなし会
読み聞かせボランティアグループ「おおきな木」による

読み聞かせを行います。
■期日＝ 3月5日（木）
■時間＝午前10時30分～ 11時

●親子教室（ふれあいあそび）
親子でリズム体操など、遊びを通して楽しくふれあうほ

か、絵本の読み聞かせやパネルシアターも行います。
参加したい人は、申し込みをしてください。
■期日＝ 3月9日（月）
■時間＝午前10時30分～開始
■場所＝町総合福祉センター「元気の杜」大会議室
■講師＝工藤�純代さん、日高�由起さん（保育士）
■主催＝宮日母子福祉事業団
■申し込み先＝子育て支援センター☎︎52－8101

●誕生会（2・3月生まれのお友達）
誕生日のお友達をみんなでお祝いしましょう。
■期日＝ 3月10日（火）
■時間＝午前10時～ 11時

ファミリー・サポート・センターたんぽぽから
のお知らせ
●ファミリー・サポート・センターたんぽぽ　☎51－5688
当センターは、ご近所で助け合う子育てを一時的に有料

で助け合う組織です。” 依頼者は信頼・安心して預け、提
供者は大切にかわいがって預かってくれる ”そんな、お互
いにとって優しさや喜びが響き合うことを大切にしながら
活動しています。�

育児を頑張りすぎていませんか？地域の人に甘えてみま
せんか？一人で悩まず、気軽に相談だけでもしてくださ
い。急な用事に備えて、念のため登録（無料）している人も
たくさんいます。

＜現在行っている援助活動＞
用事やリフレッシュをしたいときの預かり、習い事・幼
稚園や保育園・児童館への送迎など
●利用料金（町が１人目のみ1時間200円助成）

※助成後の料金を表記しています。
■お申込み・お問い合わせ＝
ファミリー・サポート・センターたんぽぽ☎︎51－5688
（町総合福祉センター「元気の杜」子育て支援センター内）
※�時間外の場合は留守番電話に、お名前・電話番号を残
してください。

健康管理センターからのお知らせ
●健康管理センター　☎52－8481
●リズムウォーキング
■日時＝１月20日（月）�午前10時～ 11時
■場所＝町健康管理センター
※�音楽に合わせて、ストレッチや「歩く」動作を中心と
した運動をします。町民なら誰でも参加できますの
で、動きやすい服装で、室内履きを持ってお越しくだ
さい。

●�２日21日（金）は「三股町総ぐるみ献血参加運動」の日
です

　「総ぐるみ献血参加運動」とは、町内の全ての皆さんに献
血の協力を呼び掛ける運動です。県、各市町村や推進団体、
血液センターが連携し、県内各地で実施しています。輸血用
の血液は、事故や手術だけでなく、その多くは病気治療のた
めに使われています。また、血液は長期保存ができないた
め、常に皆さんの協力を必要とします。安全な血液製剤の安
定した供給のために、皆さんのご協力をお願いします。
■�期日＝2月21日（金）午前9時30分から午後4時（休憩：
正午～午後1時30分）

■�場所＝町役場（1階ロビーで受け付けた後、献血車内
で行います）

■献血の種類＝ 400ml献血
■献血対象者＝
・男性：17 ～ 69 歳、女性：18 ～ 69 歳
・体重 50kg 以上の体調の良い人
※�ただし、65歳以上の人は60 ～ 64歳までに献血経験が
ある人に限ります。その他、当日の問診で献血できな
いと判断する場合があります。

※�400ml献血にご協力いただいた人には、プレゼントを
差し上げます。

※�検査後、血液型（Rh±を含む）や健康管理の目安とな
る検査数値を希望する人にお知らせしています。皆さ
んの健康管理にお役立てください。

地域包括支援センターからのお知らせ
●町地域包括支援センター　☎52－8634・9063
●高齢者のインフルエンザは重症化することがあります
インフルエンザは「インフルエンザウイルス」に感染する
ことて発生します。38℃以上の発熱、頭痛や関節・筋肉痛
など全身の症状が急に現れ、高齢者や種々の慢性疾患を持
つ人は肺炎を伴うなど重症化することがあります。
<インフルエンザを予防する有効な方法> 
①流行前のワクチン接種が有効です
ワクチン接種を受けた高齢者は、死亡の危険が５分の１
に、入院の危険が約３分の１から２分の１にまで減少す
ることが期待できるとされています。現行ワクチンの安
全性はきわめて高いと評価されています。
②手洗いやアルコール製剤による手指衛生も有効です
手洗いで付着したウイルスを洗い落とすことや、アル
コール製剤による手指の消毒もインフルエンザウイルス
に対して有効です。
③感染を広げないために“咳エチケット”を心がけましょう
インフルエンザは、主に、咳やくしゃみのときに口から
発生する小さな水滴（飛沫）によって感染する飛沫感染
です。普段から“咳エチケット”（1.他の人に向けて咳や
くしゃみをしない、2.咳やくしゃみが出るときはマスク
をする、3.手のひらで咳やくしゃみを受け止めたら手を
洗うことなど）を心がけてください。

●足もと元気教室
■日程＝ 2月15日～ 3月14日までの分

■�準備するもの＝体操のできる服装、シューズ、水分補給用の飲み物
※2月1日～ 14日の日程は『広報みまた先月号』をご参照ください。

・子育てを手助けしてほしい人 → おねがい（依頼）会員
・子育てを援助したい人 → まかせて（提供）会員

利用時間 １時間当たりの利用料
月～金曜（祝日を除く）
午前７時～午後７時

子ども１人目のみ�………400円
兄弟利用２人目から�……300円

月～金曜の早朝、夜間と
土曜・日曜・祝日

子ども１人目のみ�………600円
兄弟利用２人目から�……400円

地区名 日　程 時　間 場　所

1 地区
２月21日(金)

午前9時30分～11時
第 1地区分館３月６日(金)

３月13日(金) 午前１時30分～3時
2地区 ３月５日(木) 午後1時30分～3時 2地区交流プラザ
3地区 ３月12日(木) 午後1時30分～3時 第 3地区分館
4地区 ２月19日(水) 午前9時30分～11時 第 4地区分館
5地区 ２月20日(木) 午後1時30分～3時 轟木集落センター

蓼池
２月20日(木)

午前9時30分～11時 蓼池児童館
３月５日(木)

花見原 ３月４日(水) 午前9時30分～11時 花見原コミュニティセンター
餅原 ２月17日(月) 午前9時30分～11時 餅原営農研修館
三原 ２月19日(水) 午後1時30分～3時 三原コミュニティセンター

中原
２月26日(水)

午前9時30分～11時 中原コミュニティセンター
３月11日(水)

今市 ３月２日(月) 午前9時30分～11時 今市児童館
下新 ３月13日(金) 午前9時30分～11時 第 7地区分館
8地区 ２月28日(金) 午前9時30分～11時 第 8地区分館

9地区
２月26日(水)

午後1時30分～3時 第 9地区分館
３月11日(水)
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生活と税 Life & Tax

・町税の納付は「安心・便利・確実」な口座振替のご利用を！ ・この社会 あなたの税が生きている ・たばこは町内で買いましょう

■税 ● 税務財政課からのお知らせ

交通事故（人身）発生ワースト順位 ◎県内第17位／令和元年11月30日現在（全26市町村中）※ワースト…悪い方からの順位

28
歳
　
Ｓ
・
Ｋ

「
事
故
の
代
償
」
②

※ 贖いとは、罪を償うという意味。
　ここに掲載してある手記は、交通事
故を引き起こして刑務所で罪の償いを
している人たちの懺

ざ ん げ

悔の記録です。
　一瞬の過ちによって、家族、恋人、
友人など親しき人々から隔絶され、自
ら犯した罪を反省している様子が文
脈の端端から伝わってきます。
　このような悲惨な事故を引き起こさな
いよう、心の戒めにしていただきたいと
思います。
〔（一財）東京交通安全協会提供〕

交
通
事
故
は
も
う
た
く
さ
ん
…
…
…

贖あ
が
な

い
の
日
々

（
全
２
回
）

◎ 今月の表紙

『二十歳の誓い』

令和最初の三股町成人式
１月５日、町立文化会館で成人式が行

われ、新成人244人が出席しました。式
では、代表者２人に成人証書が授与され
た後、木佐貫町長が「人を思いやる粘り
強い大人になってほしい。目標に向かい、
失敗を恐れず前に進んでください」と式
辞。新成人を代表して皆吉泰誓さんが「感
謝の気持ちと成人としての決意を心に刻
み、これからの人生を歩んでいくことを
誓います」と発表しました。

３月２日（月）は納期限です
納期限内に納付しましょう。
●固定資産税（第4期）
●国民健康保険税（第8期）
口座振替は2月25日（火）に行います。また、再振替は3月
10日（火）に行います。前日までに預貯金口座の残高確認をお
願いします。なお、解約などで口座振替ができなかった場合
は、「口座振替不能用の納付書」を送付します。納付書に記載
されている納付場所で早急に納めてください。
■問い合わせ=納税管理係☎52－9635

町県民税申告が始まります
令和 2年度（平成 31・令和元年分）町県民税申告を２月 10
日（月）から３月 13 日（金）まで受け付けます（土曜・日曜日
は除く）。申告日時や申告に必要なものなどは、「１月15日付
回覧」に添付したチラシをご参照ください。昨年に引き続き、
申告書にマイナンバーの記載が必要です。

◎申告が必要な人
令和 2年１月１日現在、町内に住所があり、
・不動産などの所得がある人（申告が必要でない人を除く）
・複数の収入（所得）がある人
・�社会保険料控除や医療費控除など、その他諸控除の適用
を受けようとする人
・非課税所得（遺族年金・雇用保険金など）がある人
・�収入が全くない人（所得・課税証明や国民健康保険税など
の算定に必要）

◎申告が不要な人
・所得税の確定申告書を税務署に提出する人
・�給与所得のみで、勤務先から年末調整済みの給与支払報
告書が町に提出され、医療費控除など諸控除の適用を受
けない人
・�公的年金所得のみで、年金収入が 148 万円以下の人で 65
歳以上の人

■問い合わせ=住民税係☎52－9638
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※�休日急患診療機関の診療時間は午前9時〜午後6時です。やむを得ず変更する場合があります
ので、☎23-5555でご確認ください（夜間は都城夜間急病センター☎36-8890まで）。なお歯
科については☎25-4100にお問い合わせください。

くらしのカレンダー
令和２年２月１日（土）～３月12日（木）

みまたくらしのカレンダー

1 土

2 日

◎冨田医院（内・小） ☎23-4586（栄　町）

◎藤元上町病院（内） ☎23-4000（上　町）

◎大岐医院（内・胃） ☎57-2025（山之口町）

◎もりやま脳神経外科（脳） ☎21-6888（久保原町）

◎石井皮膚科医院（皮） ☎23-4588（蔵原町）

◎西浦医院（耳鼻） ☎22-0715（松元町）

3 月 ◦可燃物 ◦図書館休館日
4 火 ◦可燃物
5 水

6 木

7 金 ◦可燃物
8 土

9 日

◎柳田病院（小・内） ☎22-4862（東　町）

◎村上循環器内科クリニック（循・内） ☎25-2700（宮丸町）

◎園田光正内科医院（内） ☎38-5115（太郎坊町）

◎一心外科医院（外・胃・肛門・内） ☎52-7788（三股町）

◎小牧病院（整） ☎24-1212（立野町）

◎かみながえクリニック（耳鼻） ☎25-0224（上長飯町）

10 月 ◦可燃物 ◦図書館休館日

11 火

◎原田医院（内・小・外） ☎26-3330（郡元町）

◎伊達クリニック（内・循） ☎36-7088（牟田町）

◎長倉医院（内） ☎52-2109（三股町）

◎吉見クリニック（外・整・内）☎58-5633（高城町）

◎速見泌尿器科医院（泌）☎24-8344（妻ヶ丘町）

◎西元眼科医院（眼） ☎25-8888（中原町）

◦可燃物 ◦図書館休館日
12 水

13 木 ◦白色トレイ・ペットボトル
14 金 ◦可燃物
15 土

16 日

◎児玉小児科（小） ☎25-5570（花繰町）

◎三嶋内科（内） ☎24-7171（鷹　尾）

◎しげひらクリニック（内） ☎27-5555（神之山町）

◎とまり内科外科胃腸科医院（内・外・胃） ☎52-1135（三股町）

◎寺本整形外科医院（整） ☎22-1171（北原町）

◎小山田眼科医院（眼） ☎22-0710（松元町）

17 月 ◦可燃物 ◦図書館休館日
18 火 ◦可燃物
19 水 ◦図書館休館日
20 木 ◦缶・瓶
21 金 ◦可燃物

◎２月の予定 22 土

23 日

◎たけしたこども医院（小） ☎51-0005（三股町）

◎宮永病院（内・胃・外） ☎22-2015（松元町）

◎あきづき医院（内・心内） ☎36-0534（上水流町）

◎安藤胃腸科外科医院（消・外・内） ☎39-2226（豊満町）

◎橘病院（整） ☎23-7236（中　町）

◎やの耳鼻咽喉科（耳鼻） ☎27-5222（吉尾町）

24 月

◎久保原田中医院（内・小） ☎22-7700（久保原町）

◎柏村内科（内） ☎22-2616（上　町）

◎田中隆内科（内） ☎52-0301（三股町）

◎ＭＫクリニック（小） ☎51-6777（早鈴町）

◎花房泌尿器科医院（泌） ☎25-1177（北原町）

◎たき心療内科クリニック（心内・精・神内） ☎46-9191（若葉町）

◦可燃物 ◦図書館休館日
25 火 ◦可燃物
26 水

27 木 ◦不燃物
28 金 ◦可燃物
29 土

1 日

◎城南病院（小・内） ☎23-2844（大王町）

◎すみクリニック（内） ☎36-7701（東　町）

◎ホームクリニックみまた（内・呼） ☎52-1348（三股町）

◎柳田病院（脳・外） ☎22-4862（東　町）

◎きたむら皮膚科クリニック（皮・アレ） ☎38-7300（吉尾町）

◎丸田病院（産・婦） ☎23-7060（八幡町）

2 月 ◦可燃物 ◦図書館休館日
3 火 ◦可燃物
4 水

5 木

6 金 ◦可燃物
7 土

8 日

◎山内小児科医院（小） ☎22-0048（上　町）

◎ゆうクリニック（内） ☎46-6100（広原町）

◎隅病院（内・胃） ☎62-1100（高崎町）

◎福島外科胃腸科医院（外・胃・整） ☎38-1633（都北町）

◎ならはら皮膚科医院（皮） ☎22-1455（志比田町）

◎北原医院（産・婦） ☎22-4133（北原町）

9 月 ◦可燃物 ◦図書館休館日
10 火 ◦可燃物
11 水

12 木 ◦白色トレイ・ペットボトル

◎３月の予定
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■
茶
じ
ょ
け

新
し
い
年
が
明
け
、
一
カ
月
に

な
り
ま
す
。
広
報
の
取
材
で
は
、

２
４
４
人
が
参
加
し
た
成
人
式
。

県
内
最
後
を
飾
る
伝
統
の
消
防

出
初
式
、
そ
し
て
10
回
目
の
記

念
大
会
で
、
見
事
３
連
覇
７
度

目
の
優
勝
を
果
た
し
た
県
市
町

村
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
と
駆
け

回
り
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
晴
天

に
恵
ま
れ
、
絶
好
の
撮
影
日
和
。

そ
の
場
の
臨
場
感
が
、
掲
載
し

た
写
真
を
通
し
て
、
少
し
で
も

皆
さ
ん
に
伝
わ
れ
ば
う
れ
し
い

と
思
い
ま
す
。
な
か
で
も
、
駅

伝
大
会
で
は
選
手
た
ち
の
活
躍

す
る
姿
を
カ
メ
ラ
に
収
め
る
た

め
、
自
転
車
を
借
り
て
走
り
回

り
ま
し
た
。
レ
ー
ス
途
中
ま
で
、

◦男／11,838人◦女／13,652人◦合計／25,490人（前月比＋50人）
◦世帯数／10,374戸（＋27戸）◦出生／23人◦死亡／21人
◦転入／105人◦転出／57人

三股町の人口 令和２年１月１日現在

発行・編集／三股町  総務課
〒889-1995 宮崎県北諸県郡三股町五本松1番地1
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市
郡
も
含
む
全
体
１
位
で
た
す

き
が
つ
な
が
れ
て
い
き
ま
す
。

最
終
的
に
は
、
町
村
１
位
、
全

体
で
５
位
の
堂
々
の
レ
ー
ス
展

開
で
し
た
。
個
人
で
も
５
人
が

区
間
賞
を
獲
得
。
コ
ー
チ
陣
と

と
も
に
チ
ー
ム
を
ま
と
め
あ
げ

た
米
田
透
監
督
は
、
来
年
へ
の

抱
負
を「
全
員
で
勝
利
を
目
指

す『
三
股
魂
』
で
の
４
連
覇
を

目
標
に
、
選
手
や
ス
タ
ッ
フ
の

活
躍
で
ま
ち
全
体
が
一
つ
に
な

れ
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
」
と
語
り
ま
し
た
。
引
き

続
き
、
ま
ち
全
体
で
盛
り
立
て

て
い
き
ま
し
ょ
う
。
そ
の
先
に

き
っ
と
あ
る
総
合
優
勝
１
位
を

目
指
し
て
。〈
セ
〉

児
島
順
子

力
強
く
華か

麗れ
い

に
描
く
書
の
道
を
一い

ち

途ず

に
貫
く
金
澤
翔
子

幼
子
は
楊
枝
使
え
ば
く
れ
と
言
い
手て

　
ま
く
ら枕
す
れ
ば
真ま

　
ね似
の
可お

　
か笑
し
き

[

短
歌]  

◆
三
股
短
歌
会

【

】
金
澤
翔
子
さ
ん
の
大
胆
で
華
麗
な
タ
ッ
チ
の
書
道
を
見
る
た
び
感
動

し
ま
す
。ひ
と
つ
の
事
を
極
め
る
芯
の
強
さ
と
一
途
さ
に
深
く
感
銘
を

受
け
ま
し
た
。

可
愛
さ
か
り
の
横
浜
に
住
む
二
歳
に
な
る
孫
は
何
に
で
も
興
味
を
し

め
し
、
一
生
懸
命
に
小
さ
な
命
を
内
に
育
ん
で
い
ま
す
。膝
に
抱
く
こ

の
重
さ
、
こ
の
暖
か
さ
に
、
幸
多
か
れ
と
祈
る
ば
か
り
で
す
。

252

山
口
勝
己

★

★

落お
ち

水み
ず

　
絃い

と

架か 

ち
ゃ
ん

川か
わ

畑ば
た

　
清す

み

礼れ 

ち
ゃ
ん

◎ 
平
成
28
年
２
月
７
日
生
ま
れ（
３
歳
）

◎ 
落
水
祐
輔
さ
ん
・
美
代
子
さ
ん
の
長
女

◎ 

令
和
元
年
7
月
9
日
生
ま
れ（
０
歳
）

◎ 

川
畑
一
希
さ
ん
・
茜
さ
ん
の
長
女

歌
と
踊
る
の
が
大
好
き
な
い
と
ち
ゃ
ん
♪
こ

れ
か
ら
も
姉
弟
な
か
よ
く
素
直
で
優
し
い
子

に
育
っ
て
ね
♥

い
つ
で
も
ニ
コ
ニ
コs

m
ile

の
す
み
れ
ち
ゃ

ん
。
い
っ
ぱ
い
食
べ
て
、
い
っ
ぱ
い
遊
ん
で
、

健
康
で
明
る
い
子
に
な
っ
て
ね

と
ろ
け
る
チ
ョ
コ
、
あ
り
ま
す
。

今
月
は
、「
よ
か
も
ん
や
」で
人
気
商
品
の

一
つ「
世
界
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト 

ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
」の
商
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

リ
ピ
ー
タ
ー
の
多
い
定
番『
マ
セ
ズ 

プ
レ

ー
ン
ト
リ
ュ
フ
』『
リ
ン
ツ 

リ
ン
ド
ー
ル
』に

加
え
、『
ゴ
デ
ィ
バ　

ナ
ポ
リ
タ
ン
』と『
ゴ

デ
ィ
バ　

マ
ス
タ
ー
ピ
ー
ス
』
が
新
登
場
。

目
を
引
く
カ
ラ
フ
ル
な
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
ナ
ポ

リ
タ
ン
に
は
４
種
類
の
味
が
あ
り
、
形
に
こ

だ
わ
っ
た
マ
ス
タ
ー
ピ
ー
ス
に
は
３
種
類
の

味
が
あ
り
ま
す
。
バ
ラ
売
り
し
て
い
ま
す
の

で
好
き
な
味
を
お
求
め
で
き
ま
す
。

チ
ョ
コ
好
き
に
は
た
ま
ら
な
い
品
揃
え
に

な
っ
て
い
ま
す
。
お
気
に
入
り
、
好
み
の
味

を
探
し
て
食
べ
比
べ
を
し
て
み
た
り
、
バ
レ

ン
タ
イ
ン
デ
ー
の
贈
り
物
や
手
土
産
に
い
か

ま
ち
を
支
え
る
人
た
ち
130

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

三
股
町
物
産
館
よ
か
も
ん
や 

情
報
発
信
コ
ー
ナ
ー

通信

ん
じ
ゃ
様
だ
よ
り

み
ま
た
ん
駅
前
よ
か
も
ん
朝
市

〒
８
８
９

―

１
９
０
１ 

宮
崎
県
北
諸
県
郡
三
股
町

大
字
樺
山
４
４
２
１
番
地
22
（
JR
三
股
駅
隣
）

☎
０
９
８
６（
52
）
３
１
３
１

営
業
時
間
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
６
時
30
分

定
休
日
／
毎
月
第
３
木
曜

http://mimatan.com

第
88
回

■
期
日
＝
２
月
23
日（
日
）
午
前
８
時
～
10
時
30
分
ご
ろ
ま
で

が
で
し
ょ
う
か
。
各
種
ご
予
算
に
応
じ
て
ラ

ッ
ピ
ン
グ
も
承
り
ま
す
。

※ 

価
格
は
変
更
に
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

（
全
て
税
込
）

山
王
原
在
住 

森も
り

　
圭け

い

子こ

（
67
）さ
ん

「マセズ プレーントリュフ」……１缶880円
「リンツ・ゴディバ」 ……………各種１個50円～
  販売者／世界のチョコレート「アイデンティティ」

味
わ
っ
て
ほ
し
い
。こ
の
や
さ
し
い
温
も
り
を
。

「四季の布あそび」
※取材当日
左上から外

と

山
やま

美
み

穂
ほ

子
こ

さん、前
まえ

田
だ

桂
けい

子
こ

さん、桑
くわ

畑
はた

恭
きょう

子
こ

さん、
森
もり

圭
けい

子
こ

さん、田
た

中
なか

友
とも

子
こ

さん

節分に
バレンタイン、
イベントを
楽しもうぞ♪

仲
間
で
作
り
上
げ
る
和わ

布ふ

小
物

色
と
り
ど
り
の
着
物
の
は
ぎ
れ
や
多

く
の
道
具
類
に
囲
ま
れ
る
中
、
丁

寧
な
手
作
業
の
積
み
重
ね
で
、
和
布
小
物

の
作
品
が
一
つ
一
つ
仕
上
が
っ
て
い
く
。

こ
こ
は
、
町
内
に
あ
る
民
家
。
笑
い
声
が

絶
え
な
い
和
や
か
な
雰
囲
気
で
も
、
針
を

扱
う
指
先
に
は
常
に
緊
張
感
が
あ
る
。
手

芸
愛
好
家
で
作
る
会「
四
季
の
布
あ
そ
び
」

は
、
こ
の
場
所
に
週
２
回
集
ま
り
半
日
ほ

ど
作
品
づ
く
り
に
没
頭
す
る
。
代
表
の
森

さ
ん
は
、「
一
人
の
作
業
で
は
、
途
中
で

行
き
詰
ま
る
こ
と
が
あ
る
。
み
ん
な
で
集

ま
っ
て
意
見
を
出
し
合
い
、
工
夫
を
重
ね

て
楽
し
く
で
き
た
ら
」と
語
る
。
仕
上
げ

た
作
品
は
、
今
月
29
日
か
ら
３
月
３
日
ま

で「
み
ま
た
ん
え
き
」
で
展
示
予
定
。
会

員
ら
の
着
物
を
再
利
用
し
た
小
物
に
加

え
、
昔
な
が
ら
の
ひ
な
人
形
七
段
飾
り
も

お
披
露
目
さ
れ
る
。「
年
配
の
方
は
も
ち
ろ

ん
、
若
者
や
お
子
さ
ん
に
も
和
布
小
物
の

世
界
を
味
わ
っ
て
ほ
し
い
。
実
際
に
手
に

取
り
や
さ
し
い
温
も
り
を
感
じ
て
も
ら
え

れ
ば
」。
会
員
た
ち
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
と

の
交
流
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
。
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◎町　章／ 町の木「イチョウ」を図案化したもので、外
形は丸く円満で輪、すなわち和やかさを表
し無限を意味しています。

◎町の花／サツキ
◎町の鳥／ホオジロ
◎町の木／イチョウ

◎町の生い立ち
いろいろと発掘される土器などから、新石器時代より三股町各所に人が

住んでいたことがうかがわれます。また、その名の起源は「古くから川三条、
股になりて流れたり」と古書にあって、その名「三股」をとどめているといわ
れています。江戸時代は鹿児島藩に属し、明治初年、五戸長を一丸として、
戸長役場と改称しました。当時の地頭・三島通庸（みしまみちつね）は荒涼た
る原野に土木を興し、産業を奨励し、教育の振興を図って村づくりを成し、
ここ三股の基礎が築かれたのです。

明治22年、町村制実施により三股村となり、昭和23年５月３日に町制を施行
して名実共に三股町として発足しました。以来自治の発展に努め、文化農村
建設へとまい進し、今や数多くの企業誘致により町民の所得向上を図りなが
ら町民参加型の「自立と協働で創る 元気なまち」を目指し、躍進しています。

 ◎わが家の一番星
　町内在住で３歳以下のお子さんについて、掲載申込書に写真を添えてお申し込みください。

 ◎ご長寿万歳
　町内在住で80歳以上の元気な高齢者について、掲載申込書に写真を添えてお申し込みください。

※�「わが家の一番星」「ご長寿万歳」の掲載申込書は町役場にあります。また町公
式サイトからダウンロードすることもできます。
　（町公式サイトアドレス…http://www.town.mimata.lg.jp/）

■問い合わせ　総務課　秘書広報係　☎52-1113（直通）


